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【昨日の市況概要】 公示仲値 107.65

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 107.47 1.1136 119.69 1.2450 0.6174
SYD-NY High 108.29 1.1144 119.92 1.2469 0.6182
SYD-NY Low 107.14 1.1010 118.82 1.2318 0.6112
NY 5:00 PM 107.81 1.1041 119.09 1.2419 0.6172

NY DOW 22,327.48 690.70 日本2年債 -0.170 2.00bp        
NASDAQ 7,774.15 271.77 日本10年債 0.000 0.00bp        

S&P 2,626.65 85.18 米国2年債 0.2271 ▲1.77bp     
日経平均 19,084.97 ▲ 304.46 米国5年債 0.4139 1.42bp        
TOPIX 1,435.54 ▲ 23.95 米国10年債 0.7241 5.02bp        

ｼｶｺﾞ日経先物 19,335.00 455.00 独10年債 -0.5000 ▲2.10bp     
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 5,563.74 53.41 英10年債 0.3270 ▲3.40bp     

DAX 9,815.97 183.45 豪10年債 0.7595 ▲16.00bp   
ﾊﾝｾﾝ指数 23,175.11 ▲ 309.17 USDJPY 1M Vol 14.19 ▲0.26%
上海総合 2,747.21 ▲ 24.99 USDJPY 3M Vol 11.98 ▲0.33% 　

NY金 1,643.20 18.20 USDJPY 6M Vol 10.70 ▲0.15%
WTI 20.09 ▲ 1.42 USDJPY 1M 25RR -4.95 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 121.69 ▲ 2.20 EURJPY 3M Vol 11.25 ▲0.26%
ドルインデックス 99.18 0.82 EURJPY 6M Vol 10.60 ▲0.10%

108.00 
108.20 
108.40 

0.50%

1.00%

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

3月30日 23:00 米 中古住宅販売仮契約(前月比) 2月 2.4% -1.7%
【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

3月31日 23:00 米 ｺﾝﾌｧﾚﾝｽﾎﾞｰﾄﾞ消費者信頼感 3月 110 130.7

【マーケット・インプレッション】 ドルロングの巻き戻しが継続

　

■今週のドル/円　見通し当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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新型肺炎の感染者数は全世界で60万人を超え、各国で外出禁止やイベントの自粛など消費行動が制限される状況が続い

ている。各通貨のボラティリティやVIX指数を見ると、最悪期こそ脱した感はあるものの、為替･株式ともに未だ不安定な値動

きとなっている。

また、昨日は原油価格が1バレル=20ドルを割り込み、約20年振りに19ドル台を示現した。サプライチェーンの停止や産油

国による増産競争などの要因が重なり、需給バランスは相当の供給過多にある。サウジとロシアは未だ協調減産に向けた

協議をしていないと報道されており、原油価格の持ち直しには暫く時間がかかりそうだ。現水準が続けば、米国シェール企業

の業績悪化･破綻も意識されるため、原油価格の動向にも今後警戒していきたい。

今後のドル円相場は、円高が進行すると予想する。今般のコロナショックでは、リスク資産の価格が暴落するなかでドルが

独歩高となった。これは、資産の価格下落を受けたマージンコール（追加証拠金）の積み増しや、銀行勢による期末の手元

流動性を確保する動き（バーゼル3の流動性規制に対応するもの）により、ドルキャッシュへの需要が異常に高まったことが

背景にあると考えている。現状ではリスク資産が一旦底打ちしていることや、本日以降は期末を越え4月入りとなることから、

過度に高まったドル需要は次第に緩和されてきている。それに伴い円高が進行しており、こういったドルロングの巻き戻しに

よる円高は今後も続くと予想している。コロナショック以前とは金融環境が大きく異なるため、ドル円のコアレンジを予想する

のは難しい。ただし、既に日米金利差が1％を切る水準にあることを考えれば、ここ数年続いた105-110円よりも円高の水準

でドル円がレンジを形成する展開にも警戒したい。（谷舗）
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海外市場のﾄﾞﾙ円は、本邦勢の年度末のﾚﾊﾟﾄﾘの動きも意識され、107.14まで下落するが、その後は短期勢のﾄﾞﾙ円の買
いが散見されるとの見方や、ﾕｰﾛﾄﾞﾙの売りに108.24まで戻し、108.00ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方はﾄﾞｲﾂがｺﾛﾅ対策支援で企
業に対して配当停止を要請とのﾍｯﾄﾞﾗｲﾝを受け、欧州株が軟調に推移する中、ﾄﾞﾙ買いが強まり108.29まで戻す。10時に
発表された米2月中古住宅販売仮契約は予想を上回ったものの、ﾄﾞﾙ円の反応は限定的となるが、株式市場が軟化する
展開に円買いが優勢となり、107.66まで下落する。その後は特段新たなﾆｭｰｽが見当たらない中、108円ちょうどを挟んだ
推移が続き、終盤に掛けてﾄﾞﾙ買いが落ち着いたことから反落し、107.81ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。一方、海外市場でﾕｰﾛﾄﾞﾙは
売りが優勢となり、1.1046まで反落したﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1062ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は、海外市場の流れを引き継ぎ、また前
述のﾄﾞｲﾂのﾆｭｰｽもあり、1.1010まで下落する。その後1.1045まで戻す局面もあったが再び1.1011まで反落する。午後は、
ﾄﾞﾙ買いが落ち着いたことから1.1055まで戻し、1.1041ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。(NY井上)

東
京

東京時間のﾄﾞﾙ円は、107.47ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ｼﾄﾞﾆｰ時間に107.97を付けるも日米株価下落や米長期金利の低下を背景に
107.14まで下落。午後に入ると買い戻しの動きも見られ107.94まで上昇、その後も底堅く推移し107.75ﾚﾍﾞﾙで海外時間に
渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､107.75ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡新規材料に欠ける中､売りと買いが交錯｡108.24まで買われる局面もあった
が､108.00ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.2383ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ｱｼﾞｱ時間終盤の流れを引き継ぎ､朝方は売りが優勢｡朝8
時前後に売りが一段と加速し､1.2318まで下落したが､すぐ反発｡結局1.2425ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531
444 179 ﾏｸﾙﾋﾙ)

担当：谷舗・小野崎 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682
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